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A. 研究目的 

本研究ではロドデノール含有化粧品が白斑

を使用者の一部にのみ発症した個体差を分子

的に解析し発症原因を明らかにする事で化粧

品成分の安全性評価法を一般化する事を目的

とする。 

 

B．研究方法 

ロドデノール白斑患者とコントロールの皮膚検

体で gpNMB の発現を比較した。 

        

（倫理面への配慮） 

 ロドデノール誘発性脱色素斑または尋常性白

斑患者に於ける HLA・末梢血リンパ球・皮膚局

所の免疫解析（大阪大学医学部附属病院・研

究倫理審査委員会 13421-2 承認済み）に基づき

患者より同意書を収得の上研究を進めている。 

 

C．研究結果 

ロ ド デ ノ ー ル 白 斑 患 者 の 表 皮 角 化 細 胞 で

gpNMB の発現が低下していることが明らかとな

った。 

 

D．考察   

ロドデノール誘発白斑では今まで知られている細

胞毒性やメラノサイトの機能異常以外に表皮角化

細胞の異常が関与する可能性が示唆された。 
 

E．結論 

本研究でロドデノールによる表皮角化細胞にお

ける個体への影響の違いがロドデノール白斑に関

与する可能性が考えられた。今までの知見を有機

的に結びつける事により病因を明らかにできると考

える。 

 

F．健康危険情報 

なし 
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Kumanogoh A, Nishikawa H. Clinical response to 
PD-1 blockade correlates with a sub-fraction of pe-
ripheral central memory CD4+ T cells in patients 
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Yamaga K, Murota H, Tamura A, Miyata H, Ohmi 
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研究要旨： 
白斑発症機構にメラノサイトとケラチノサイトの接着が重要であることが知られるが、今回

gpNMB/osteoactivin という細胞接着や種々の細胞機能に関わる新しい分子に着目し解析した。その結

果ロドデノール白斑病変部皮膚ケラチノサイトにおいてgpNMBが低下していることを見出し、白斑発症と

の関連が示唆された。 
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